
  「私は、この戦争に死すべきである。」──東堂
太郎は自らに最後的に結論を下し、入隊した。入

隊は、かれの意志において選択された。それは如
何にしてなされたか。「一九四〇年代の若者、一
個独自の虚無主義者」東堂太郎の内面に迫りたい。

「第一部　絶海の章」（第一巻）

　アジア太平洋戦争中の対馬兵営を舞台に、青年知識人東堂太郎が
不条理に抵抗しながら回生していくさまを描いた本作は、20世紀文
学の傑作と評価されている。全五巻、文庫本で2,500ページの大作
を１年かけて読み、主人公たちがたたかう精神をいかにつちかい、
連帯する可能性をはぐくんでいったかを検証し、その今日的意義を
探っていく。

報告＝伊藤龍哉（HOWS 受講生）� アドバイザー＝山口直孝（二松学舎大学教員）

東堂太郎の虚無主義

12月５日㈬　１8時45分～21時15分

大西巨人『神聖喜劇』を読む── 光文社文庫版（全五巻）をテキストに　　　　ＨＯＷＳ講座

報 告 者 の 一 言

2019年
1月16日㈬  18：45～21：15
「第二部　混沌の章」（第一巻）──大前田軍曹の「聖戦」批判
報告＝斉藤光太郎（HOWS受講生）

2月13日㈬  18：45～21：15
「第三部　運命の章」（第二巻）──「安芸」の彼女の諦念
報告＝首藤　滋（HOWS受講生）

3月13日㈬  18：45～21：15
「第四部　伝承の章」（第二巻）
──村崎一等兵の階級意識
報　告＝飯島　聡（HOWS受講生）
アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）

◦会　場：本郷文化フォーラムホール
◦参加費：１,500円（学生1,000円）

〈講座の会場です〉� 〒113-0033
東京都文京区本郷3-29-10　飯島ビル１階� 小川町企画内
本郷文化フォーラム・ワーカーズスクール（HOWS）
電　話：03-5804-1656　FAX：03-5804-1609

E-mail：hows@dream.ocn.ne.jp

ホール利用案内

●創造活動の自由な空間

本郷文化フォーラム

	 イラスト=粟津潔〈ヒロシマ　アピールズ1984〉

➡この看板が
　目印です！

本郷文化フォーラムは、勤労者・市民の学

習や研修、創造活動などを支援すること

を目的として設置された施設です。会議は

もちろん、研修や講座、サークルの会合、

演劇・音楽の練習・絵画展・写真展など多

面的に利用することができます。どうぞ気

軽にご利用ください。

最寄りの交通機関は以下の通りです。
・都営大江戸線「本郷三丁目」駅⑤番出口　徒歩４分
　⑤番出口を出て右に曲がり、本郷中央教会の角を右折。
　まっすぐ進んで右手に見える「HOWS」の看板が目印です。
・東京メトロ丸の内線「本郷三丁目」駅②番出口　徒歩５分
　②番（本郷通り方面）出口を出て左折。三原堂前の横断歩
　道を渡り、本郷中央教会の角を右折。まっすぐ進んで右手
　に見える「HOWS」の看板が目印です。

●本郷文化フォーラムへのアクセス

〒113－0033
東京都文京区本郷３－29－10	飯島ビル１Ｆ
小川町企画内　本郷文化フォーラム
☎　　03（3818）6671
FAX	　03（3818）3199
e-mail　ogmt@circus.ocn.ne.jp
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